
 
 

 

今回はせんなん子ども会議の紹介です。 

「せんなん子ども会議」は月に１回程度、いろいろな活動をとおして、子どもの意見

を市長に伝えることを行っています。今回はそんな「せんなん子ども会議」でこれまで

行ってきた活動の一部を紹介したいと思います！ 
 

 

 子どもたちは、年度のはじめの会議で「今の泉南市の良いところやもっとこうなった

らいいなと思うところ」などについて話し合います。ある年度では、「泉南市の良さは

海がある！でも、最近ゴミが多いな。」という意見から、ビーチの清掃を行ったことが

ありました。 

 ビーチの清掃を行う前の子どもたちは、「海でゴミを捨てているのではないか。」とい

う意見が多かったですが、活動をとおして、漂着するゴミがあることや、道に捨てられ

たゴミが海までたどり着くことがあるということを知り、環境問題を考えるきっかけ

にまで発展していきました。 

 

では、何ができる？ 

 上記の活動をとおして、「じゃあ、自分たちには何ができるだろう。」と考えたとき

に、「すぐに捨てるんじゃなくて、ほしい人がいるかも。」という考えを持ち、フリーマ

ーケットを開催することとなりました。（売上金はすべて募金しました。） 

 

 商品を家から持ち寄るときに、お家での会話や、モノ

の思い出を教えてくれる姿が印象的でした。また、この

活動に共感してくれた企業とも出会いがあり、泉南市を

もっと良くするための話し合いを行うこともできまし

た。 
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地域に根ざすため 

 能登半島で大きな地震があった時は、市

内の学校にある災害時の設備を知るため

の活動も行いました。子どもたちの身近に

このような設備があること知っておくこ

とも、とても大切なことだと思います。 

 子どもたち自身が活用できることはも

ちろんのこと、いざというときに、地域の

方々にも手を差し伸べられるようなきっ

かけになればいいなと思います！ 

 

市長への報告 
 

以上のような様々な活動や、その活動をとおして学んだ

こと、考えたことなどを年度の最後に、子どもたちから市

長に報告を行っています。子どもたちも市長への報告はと

ても緊張していますが、毎年楽しみにしているようです。

「おとなが自分たちの意見を聞いてくれた！」ということ

が何よりの自信に繋がっているように感じます！ 

 

私たちにとっての子ども会議 

 今年度は、「泉南市子どもの権利に関する条例」を子どもたちの言葉で、子どもたち

にわかりやすくするための活動を行っています。最後に、子どもたちの言葉から意見を

集めた「私たちにとっての子ども会議」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これからも「せんなん子ども会議」の活動を楽しみにしています！！ 

 

 ※その他の活動等は、右の QR コードよりご確認いただけます。 

 

 

～私たちにとっての子ども会議～ 
〇楽しくて、自分の言いたいことが言える場所 

〇新しい友だちができる場所 

〇楽しいおとながいてくれる場所 

〇泉南市のみんなのために活動する場所 

〇子ども全員が楽しんで活躍できる場所 
 


